
スワエール協会

長期耐久性に優れた
 高性能 防食・ 防水システム

人と 環境に優し い無溶剤、 瞬間硬化で短期間施工

スワエールスプレ ーシステム

水から 守る

水を守る

《 ポリ ウレア樹脂》



1 .下地のケレン、 ハツリ 2 .下地の修復・ 補修

特殊モルタ ル等による修復サンダーケレン高圧洗浄、 あるいはサンド ブラ スト 処理

補修工程

高圧洗浄 壁面の補修経年劣化の状況 天井の修復

■ 標準的な施工方法

　 専用のスプレ ーガンで、 コ ンク リ ート や鋼構造物等に噴射するこ と で、 新設・ 既設を 問わず

短時間で防食・ 防水機能を も っ た均一でシームレスな塗膜を生成さ せる、 施工性に優れた瞬間

硬化コ ーティ ングシステムです。

安全性、 耐久性にも 優れ、 長期に亘っ て高い防食・ 防水性能が保持さ れます。

化学物質や環境ホルモンの溶出のない上水・ 下水用途向けのA R-4 5 0 Sと

耐薬品性や耐候性により 優れた下水用途他向けのA R-1 0 0 がございます。

3 . 施工性に優れています

 ●短工期での施工ができ ます
  ２ 成分系高圧定量ポンプによるスプレ ー吹付施工により 、 大幅な省力化と

  飛躍的な施工能率のアッ プを可能にし まし た。

  また、 スプレ ー後ゲルタ イムは数秒と 極めて短く 水平面では3 0 秒以内の

  歩行が可能です。 従っ て施工後の養生時間も 不要です。

 ●天井、 壁面も 均一な塗膜が生成でき ます
  ゲルタ イムが短いこ と により 天井面、 壁面に対し 1 m m 以上の厚塗り がダレ

  なく 連続的にできる為、 施工が非常に容易で短時間にでき ます。

1 . 安全性に優れています

 ●無溶剤タ イ プです
  防食・ 防水膜材料自体は、 固形分1 0 0 ％であり 、 溶剤による揮発分はないので

  硬化後の収縮、 肉やせはあり ません。

  し たがっ て、 溶剤公害も なく 密閉空間における作業が可能です。  

 ●水質汚染はあり ません

  塗膜から の溶出がなく 、 水質に影響を与えません。

2 . 耐久性に優れています

 ●耐薬品性、耐候性等に優れています

  耐酸性、耐アルカ リ 性、 耐塩素性、 耐候性に優れています。  

 ●強度も あり 伸びも あり ます
  2 0 N/m m 2 以上の引張強度と 2 0 0 ％以上の伸びと 非常にバラ ンス

  の取れた機械物性を有し ます。  

 ●厚膜タ イ プで長期信頼性があり ます

  膜厚約2 m m と 厚いので、 防水に対し 高い信頼性があり ます。

 ●シームレ スな塗膜で防食・ 防水性に優れています

  吹付け工法なので劣化し やすい継目があり ません。

スワエールスプレーシステムと は

※ス ワ エ ー ルス プ レ ー シ ス テ ムの施工はス ワ エ ー ル協会員が行い ま すので
　 安定し た 性能が得ら れま す 。
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3 .プラ イ マーの塗布 4 .スワエールの吹付け

施
工
完
了

スワエール（ ポリ ウレア樹脂） 2 液タ イ プ
高圧衝突混合スプレー

スワエール専用素地調整兼プラ イ マー使用

新設工程

新設工程補修工程

コ テによる塗布ローラ ーによる塗布 壁面・ 天井へスプレ ー

■ スプレ ーシステム概要

■ 施工断面例

ウレア結合の生成反応 R-N CO+ R '-N H 2

イ ソ シアネート 　 　 硬化剤
→R -N H -C O -N H -R '

ウレ ア結合

スワエール

圧縮

加熱

R -N C O

R '-N H 2

R -N H -C O -N H -R '
ウレ ア結合

イ ソ シアネート

硬化剤

スプレ ー

瞬間硬化性樹脂です

ク ラ ッ ク 追従性に優れる

機械物性に優れる

耐薬品性に優れる

耐候性に優れる

瞬

間

強

靭

塗

膜

生

成

衝突混合

スワエール

プラ イ マー

樹脂モルタ ル

既設コ ンク リ ート
躯体コ ンク リ ート

スワエール

プラ イ マー

　 イ ソ シアネート と 特殊硬化剤の2 成分から なるポリ ウレ ア樹脂を圧縮・ 加熱し 、 専用ガンで

衝突混合さ せてスプレーするこ と により 、 対象と なるコ ンク リ ート や鋼構造物等に防食・ 防水

機能を も っ たポリ ウレア樹脂被膜を瞬間生成し ます。
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■塗膜物性

※上記表中のデータは代表値であり、保証値ではありません。

密　 度

引張強さ

伸　 び

引裂強さ

硬　 さ

1 .0  g /m 3

2 0  N/m m 2

3 2 0  ％

8 0  N/m m

9 0  ( ショ アーA )

スワエールA R-4 5 0 S
上水/下水用 防食・ 防水システム

ゼロスパン伸び試験

〈 測定前〉 〈 測定後〉

モルタル板モルタル板

スワエール
塗　 膜

スワエール
塗　 膜

貯水槽

養魚場

用水路

［ 公共下水道施設］

［ 公共上水道施設］

観賞池

水を 汚さず防水性能を付加します。

環境ホルモンにも 抵触しません。

厚生省令第1 5 号 JW W A  K 1 4 3  適合

下水道仕様
日本下水道事業団『 防食技術指針』C種及
びD 種適合品

上水道仕様

厚生省令第1 5 号 JW W A K 1 4 3

溶出試験検査成績書
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三井化学の「 食品用途向け樹脂及び加工食品のリ スク アセスメ ント 基準」 に従い、

食品コ ンタ ク ト レベルの安全性試験を実施し まし た。

結果はA m es試験（ 発ガン性） 、 染色体異常試験の結果、 いずれも 陰性につき 　

生体安全性も 確認さ れまし た。



項　 目

外　 観

粘　 度(m Pa・ s／2 5 ℃)

比 重（ 2 5℃）

混合比（ 容量比）   

ゲルタイム　                                 　 6 秒（ 常温）

   淡黄色透明

9 5 0

       1 .1 0

   A-4 5 0 S： R-4 5 0 ＝ １：１

ブルー｜グレー

4 0 0

1 .0 5

1 . 種　 　 別　  二液型無溶剤ポリウレア樹脂

2 . 組　 　 成　  Ａ-4 5 0 S： イソシアネート 樹脂

Ｒ -4 5 0   ： 芳香族・ 脂肪族化合物・ 顔料

3 . 製品性状

4 . 荷　 姿

4 1 0 kgセット

Ａ -4 5 0 SAR-4 5 0 S Ｒ -4 5 0

Ａ -4 5 0 S Ｒ -4 5 0

2 0 0 kg ／ド ラム缶

5 ．危険物表示

　 Ａ-4 5 0 S： 危険物第4 類第4 石油類

Ｒ -4 5 0 ： 危険物第4 類第3 石油類

2 1 0 kg ／ド ラム缶

4 1 kgセット 2 0 kg ／ペール缶2 1 kg ／角缶

項　 目 主　 剤 硬 化 剤

外   観

粘　 度(m Pa・ s／2 5 ℃)

混合比（ 重量比）

可使時間　                            　 　 1 5 ～2 0 分（  2 5 ℃ ）

ブルー｜グレ ー

6 0 0

　 主剤： 硬化剤 ＝１ 0： １

淡黄色透明

6 0

1 . 種　 　 別　  二液型無溶剤変性ポリウレタン樹脂

2 . 組　 　 成　  主　 　 剤： ポリウレタン樹脂

硬 化 剤： イソシアネート

3 . 製品性状

4 . 荷　 姿

1 7 .6 kgセット

5 . 危険物表示

　 　   主　 　 剤： 危険物第4 類第3 石油類

硬 化 剤： 危険物第4 類第4 石油類

■スワエールA R -4 5 0 S 製品仕様

素地調整兼プライマー

下水道仕様

■スワエールB-5 5 0 M（ ブルー）

　 　 　 　   B-5 0 0 M（ グレー） 製品仕様

■スワエールM P-1 0 2 0  製品仕様

仕　 様

C種対応

D種対応

M P-1 0 2 0

AR-4 5 0 S

B-5 0 0 M

AR-4 5 0 S

プライマー

防食材

プライマー

防食材

0 .8 kg /m 2

2 .3 kg /m 2

0 .3 kg /m 2

3 .4 kg /m 2

材　 料 塗布量

項　 目

外　 観

混合比

可使時間 （ 2 0 ℃）

白色パテ状

1 0 0

8 5 分

黒色パテ状

     　   5 0

1 . 種　 　 別　  二液型無溶剤エポキシ樹脂

2 . 組　 　 成　  主　 　 剤： エポキシ樹脂

硬 化 剤： 変性脂肪族ポリアミ ン

3 . 製品性状

4 . 荷　 姿

主　 剤 硬 化 剤 備　 考

5 . 指定可燃物

　 　   主　 　 剤： 指定可燃物（ 可燃性個体類）

硬 化 剤： 指定可燃物（ 可燃性個体類）

※本カタログの記載事項の値は、弊社の試験設備による特定条件下で得られた測定値の代表例で保証値ではありません。現場環境により変化する場合があります。

※その他取扱いについては、製品安全データシート (SDS)を御参照ください。

主　 剤B-5 5 0 M ・ B-5 0 0 M 硬 化 剤

1 .6 kg1 6 kg 3 0 kgセット

主　 剤 硬 化 剤

1 0 kg2 0 kg

防食・ 防水材

4

M P-1 0 2 0



上水/下水用 防食・ 防水システム　 スワエールA R-4 5 0 S

公共上下水道設備　 防食・ 防水工事

公共上下水道設備の防食・ 防水工事に
使用さ れています。

貯水槽　 防食・ 防水工事

マンショ ン等の受水槽や高架水槽内部
の防食・ 防水に使われています。
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上水/下水用 防食・ 防水システム　 スワエールA R -4 5 0 S

養魚場 用水路　 防食・ 防水工事

養魚場の稚魚槽や水路の床や壁面、
用水路の防食・ 防水に使用さ れています。

下団品質規格（ Ｄ 種 プラ イ マー B-5 0 0 M ）下団品質規格（ C種 プラ イ マー M P-1 0 2 0 ）
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ゼ
ロ
ス
パ
ン
伸
び
試
験モルタ ル板

スワエール
塗　 膜

モルタ ル板

スワエール
塗　 膜

■塗膜物性

※上記表中のデータ は代表値であり 、 保証値ではあり ません。

スワエールA R-1 0 0
下水用防食システム

被覆層の外観

コ ンク リ ート

と の接着性

耐 酸 性

耐アルカ リ 性

透 水 性

目視JIS K5 4 0 0  7 .1 項

接着性試験： 建研式引張試験機を使用

JIS A6 9 1 6  7 .1 3 項

1 0 ％の硫酸水溶液に6 0 日間浸漬  

JIS K5 4 0 0  8 .2 2 項

水酸化カ ルシウムの飽和水溶液に6 0 日間浸漬

JIS K5 4 0 0  8 .2 1 項

透水試験JIS A1 4 0 4  1 1 .5 項

被覆にし わ、 むら 、 はがれ、 割れのないこ と

1 .5 M Pa以上

1 .2 M Pa以上

被覆に膨れ、 割れ、 軟化、 溶出のないこ と

被覆に膨れ、 割れ、 軟化、 溶出のないこ と

透水量が0 .1 5 g 以下

異常なし

1 .6 M Pa

1 .6 M Pa

異常なし

異常なし

0 .0 0 g

標準状態

吸水状態

試  験  項  目 試  験  方  法 規　 格 試 験 結 果

■コ ンク リ ート 塗装品の物性

密　 度

引張強さ

伸　 び

引裂強さ

衝撃強度（ ノ ッ チ付）

磨耗指数（ テーバー）

硬　 度

1 .0  g /cm 3

2 4  N/m m 2

2 0 0  ％

9 8  N/m m

9 4 0  J/m

4 0 0  m g （ H -2 2 ）

6 2  ( ショ アーD )

廃液処理槽

防液堤

塩害対策

厨房等除害施設

公共屎尿施設

公共下水道施設

日本下水道事業団『 防食技術指
針』 C種及びD 種適合品

廃液等から 出る 有害物質から 長期間
コ ン ク リ ート 構造物を 護り ます。

下水道事業団 防食技術指針・ 同マニュ アル

C種認定書 D種認定書
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項　 　 目

外　 観

粘　 度 (m Pa･s／2 5 ℃)

比　 重（ 2 5 ℃）

混合比（ 容量比）    

ゲルタ イム　                                 　 2 ～3 秒（ 常温）

   淡黄色透明

      1 ,1 0 0

       1 .1 3

   A-1 0 0 ： R-1 0 0 　 ＝　 １ ： １

     灰    色

       4 5 0

       1 .0 5

1 . 種　 　 別　  二液型無溶剤ポリ ウレ ア樹脂

2 . 組　 　 成　  Ａ -1 0 0 ： イ ソ シアネート 樹脂

　 　 　 　 　 　   Ｒ -1 0 0 ： 芳香族・ 脂肪族化合物・ 顔料

3 . 製品性状

1 . 種　 　 別　  二液型無溶剤変性ポリ ウレ タ ン樹脂

2 . 組　 　 成　  主　 剤： ポリ ウレタ ン樹脂

　 　 　 　 　 　   硬化剤： イ ソ シアネート

3 . 製品性状

4 . 荷　 姿

4 1 0 kg セッ ト

Ａ -1 0 0Ａ R-1 0 0 Ｒ -1 0 0

Ａ -1 0 0 Ｒ -1 0 0

2 0 0 kg ／ド ラム缶

5 ． 危険物表示

　 　 　 Ａ -1 0 0 ： 危険物第4 類第4 石油類

　 　 　 Ｒ -1 0 0 ： 危険物第4 類第3 石油類

2 1 0 kg ／ド ラム缶

4 1 kg セッ ト 2 0 kg ／ペール缶2 1 kg ／角缶

主　 剤B-5 0 0 M 硬 化 剤

4 . 荷　 姿

1 7 .6 kg セッ ト 1 .6 kg

5 . 危険物表示

　 　   主　 　 剤： 危険物第4 類第3 石油類

　 　   硬 化 剤： 危険物第4 類第4 石油類

1 6 kg

■スワエールA R -1 0 0  製品仕様 ■スワエールB-5 0 0 M  製品仕様

項　 　 目 主　 剤 硬 化 剤

外   観

粘　 度 (m Pa・ s／2 5 ℃)

混合比（ 重量比）    

可使時間　 　                            　 　 1 5 ～2 0 分（  2 5 ℃ ）

　 灰黒色

　  6 0 0

　 主材： 硬化剤 ＝１ 0 ： １

淡黄色透明

     6 0

※本カ タ ロ グの記載事項の値は、 弊社の試験設備によ る特定条件下で得ら れた測定値の代表例で

　 保証値ではあり ません。 現場環境によ り 変化する 場合があり ます。

※その他取扱いについては、 製品安全データ シート (SDS)を 御参照く ださ い。

下水用 防食システム　 スワエールA R-1 0 0

公共下水道設備　 防食・ 防水工事

公共下水道設備の防食・ 防水工事に
使用さ れています。

防食・ 防水材 素地調整兼プラ イ マー
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下水用 防食システム　 スワエールA R -1 0 0

工場廃液処理施設　 防食工事
（ 食品工場）

工場廃液処理施設　 防食工事
（ 化学工場）

建築後2 0 年以上経過し た工場廃液処理施設、
曝気槽のラ イ ニング補修工事例
2 年点検で異常無し を確認

食品工場廃液処理施設の防食被覆補修工事例
スプレー機2 台により 2 ,0 0 0 m 2を僅か五日間で
防食ラ イ ニング工事が完了。

2 年点検時： 異常無し
9



下水用 防食システム　 スワエールA R-1 0 0

防液堤　 防食工事

工場内の防液堤の防水・ 防食工法と し て
採用さ れています。

産廃処分場　 浸出水処理槽
防食工事

産廃処分場の浸出水処理槽の防水・ 防食
工法と し て採用さ れています。

1 0
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製造元

スワエール協会

○ 貯水槽

○ 養魚場

○ 用水路

○ 観賞池

○ 公共上水道施設

主な用途

○ 廃液処理槽

○ 防液堤

○ 塩害対策

○ 厨房等除害施設

○ 公共下水道施設

○ 公共屎尿施設

水から 守る水を守る

上水用途 下水用途



厚生省令第1 5 号／J W W A  K  1 4 3 適合

瞬間硬化コ ーティ ング工法

ポリ ウレア樹脂

スワエール 上水システムスワエール 上水システム
R



スワエール® 上水〔 防食防水〕 システムはイ ソ シアネート と 特殊硬化剤の 2 成分から なるポリ ウレ

ア樹脂（ 製品名： スワエール） と 、 その 2 成分を混合吐出するスプレ ー技術をベースと し て開発さ

れた上水用コ ンク リ ート 構造物等の防食、 防水を施す画期的な瞬間硬化コ ーティ ングシステムです。

スワエール® 上水〔 防食防水〕 システムと は 

《 断面図（ 塗布量）》 平均膜厚 2 m m 以上（ プラ イ マー含む）

《 技術の特長》

1 . 瞬間硬化性
　  スプレー後ゲルタ イ ムは数秒と 極めて短く 、 水平面では 3 0 秒後の歩行が可能です。

　  従っ て施工後の養生時間も 短縮でき ます。

　（ ウレ ア結合の反応式　 R-N CO+ R '-N H 2 → R-N H -CO-N H -R '）

2 . 湿度・ 温度に無関係に硬化
　  湿度による発泡は全く 生じ ず、 氷点下（ -1 5 ℃以上） でも 完全に硬化し ます。

3 . 機械施工システムで能率アッ プ
　  二液型高圧衝突混合式スプレー機械により 、 大幅な省力化と 飛躍的な施工能率のアッ プを可能にし まし た。

　  また、 材料管理も 容易で、 均一な品質と 膜厚管理が行なえます。

4 . 天井面、 壁面の施工性は抜群
    ゲルタ イ ムが短いこ と により 天井面、 壁面に対し 厚塗り がダレ なく 連続的にできるため、 施工が容易で

　  短期間にでき ます。

1 . 厚生省令第 1 5 号 /JW W A  K  1 4 3  に適合
　   各種浸出性・ 溶出性試験に適合し た安全性の高い材料です。

2 . 優れた安全性
　   三井化学の「 食品用途向け樹脂及び加工食品のリ スク アセスメ ント 基準」 に従い、 食品接触材（ フ ード コ ンタ ク ト

　   マテリ アル） に求めら れるレ ベルの安全性を確認し まし た。

　   Am es 試験（ 発ガン性物質検出）、 染色体異常試験の結果、 いずれも 陰性につき生体安全性も 確認さ れまし た。

3 . 優れた塗膜物性
　   約 2 m m の厚い塗膜ですので、 防水に対し て信頼性があり ます。 また、 2 0 N/m m 2 の引張強度と 3 2 0 ％の伸び

     と 非常にバラ ンスの取れた引張特性を有し ます。

4 . 耐薬品性、 耐候性等に優る
　   耐酸性、 耐アルカ リ 性、 耐塩素性、 耐候性に優れています。（ 紫外線や次亜塩素酸ナト リ ウムによる変色は

　   あり ますが、 物性の低下はあり ません）

5 . 無溶剤タ イ プ
　   スワエール塗膜は、 固形分 1 0 0 ％であり 、 溶剤を含まないので硬化後の収縮、 肉やせはあり ません。

　   し たがっ て、 溶剤公害も なく 密閉空間における作業が可能と なり まし た。  

《 スワエール（ ポリ ウレア樹脂） の特長》

ポリ ウレア（ 2 .0 kg /m 2）

プラ イ マー（ 0 .3 〜 0 .8 kg /m 2）

イ ソ シアネート 硬化剤 スワエール



《 用途と 物性》

1 . 配水池

2 . 浄水池

3 . 沈砂池

4 . ろ 過池

5 . 受水槽（ コ ン ク リ ート ・ 鉄製）

6 . 貯水槽（ コ ン ク リ ート ・ FRP 製）

7 . 稚魚槽

8 . 農業用水路

密　 度 M g /m
3

1 .0

引張強さ N/m m
2

2 0

伸　 び ％ 3 2 0

物性

《 吹付けシステム概要》

厚生省令第 1 5 号 JW W A K 1 4 3

溶出試験検査成績書（ 合格）［ 報告日： 平成 2 7 年 3 月 2 6 日］

ゼロスパン
伸び試験

主なコ ーティ ング用途

スワエール

塗膜

モルタ ル板

測定前

測定後
※上記値は代表値であり 、 保証値ではあり ません。

4 1 kg セッ ト 4 1 0 kg セッ ト スプレー機械 スプレーガン



1 . 劣化部分除去工

2 . 断面修復工

施工手順

超高圧洗浄やサンダーケレ ンにて躯体表面の劣化部や脆弱部を除去し ます。 除去後、 漏水・ ジャ ンカ・ ク ラ ッ

ク などの欠損部や中性化し ている 箇所が無いこ と を確認し てから 次工程に移り ます。 欠損箇所があっ た場合

には適切な処理を行っ て下さ い。

ポリ マーセメ ン ト モルタ ルにて劣化部除去後の断面修復を 行います 。 躯体表面を 緻密で平滑になるよ う

に仕上げます。 施工後は十分に乾燥さ せてから 次工程に移り ます。

施工前 施工後

施工事例



3 . プラ イ マー塗布工

4 . スワエールスプレー工

素地調整兼プラ イ マーは塗膜が均一になるよう に塗布し ます。材料は指定の混合比にて調合し 、ローラ ー、

コ テ、 ヘラ などで空隙が無いよう に押さ えて塗布し ます。 指触乾燥確認し た後、 次工程に移り ます。

ポリ ウレ ア樹脂を 専用スプレ ー機械にて塗布し ます。 スプレ ーは熟練し た作業員が行いますので均一な

塗膜が形成さ れます。 硬化時間は１ ０ 秒程度ですので、 天井面、 壁面でも 容易に施工が可能です。

※スプレー作業終了後は養生期間を取り 、 槽内を水洗いし て清掃し ます。

※スワエール上水システムは上水用途以外でも 使われています。

養魚場 農業用水路



1 . 塗料種別： 二液型無溶剤ポリ ウレア樹脂塗料

2 . 組成：  Ａ -4 5 0 S　 イ ソ シアネート 樹脂

 Ｒ -4 5 0  　  芳香族・ 脂肪族化合物・ 顔料

3 . 塗料性状：

項　 目  Ａ -4 5 0 S  R-4 5 0 備　 考

外　 観 淡黄色透明 青    色

粘度 (m Pa･s ／ 2 5 ℃ ) 8 9 0 4 0 0

比重（ 2 5 ℃） 1 .1 0 1 .0 5

混合比（ 容量比） A-4 50 S： R-4 5 0　 ＝　 １ ： １

ゲルタ イ ム  6 秒 （ 常温）

Ａ -4 5 0 S   Ｒ -4 5 0

4 1 0 kg セッ ト 2 1 0 kg ／ド ラ ム缶 2 0 0 kg ／ド ラ ム缶

4 1 kg セッ ト 2 1 kg ／角缶 2 0 kg ／ペール缶

製品仕様

1 . ポリ ウレア樹脂　 A R-4 5 0 S

2 . プラ イ マー　（ 素地調整兼プラ イ マー）

B-5 5 0 M M P-1 0 2 0

5 . 危険物表示：  Ａ -4 5 0 S 危険物第 4 類第 4 石油類

 Ｒ -4 5 0  危険物第 4 類第 3 石油類

項　 目  主　 剤 硬化剤 備　 考

外　 観 青　 色 淡黄色透明

粘度 (m Pa･s ／ 2 5 ℃ ) 7 5 0 8 0

混合比（ 重量比） 主剤： 硬化剤　 ＝　 １ 0 ： １

ゲルタ イ ム 1 5 〜 2 0 分 （ 2 5 ℃）

項　 目  主　 剤 硬化剤 備　 考

外　 観 白色パテ状 黒色パテ状

混合比 1 0 0 5 0

可使時間 8 5 分 （ 2 0 ℃）

5 . 危険物表示：  主　 剤 危険物第 4 類第 3 石油類

 硬化剤 危険物第 4 類第 4 石油類

4 . 荷姿：

4 . 荷姿：

4 . 荷姿：

主　 剤 硬化剤

1 7 .6 kg セッ ト 1 6 kg 1 .6 kg

主　 剤 硬化剤

3 0 kg セッ ト 2 0 kg 1 0 kg

6 . 色：

標準色 オプショ ン

4 1 kg セッ ト

4 1 0 kg セッ ト

ブルー グレ ー

5 . 指定可燃物： 主　 剤 指定可燃物（ 可燃性固体類）

 　 硬化剤 指定可燃物（ 可燃性固体類）

1 . 塗料種別： 二液型無溶剤エポキシ樹脂塗料

2 . 組成：  主　 剤　 エポキシ樹脂

 硬化剤　 変性脂肪族ポリ アミ ン

3 . 塗料性状：

1 . 塗料種別： 二液型無溶剤変性ポリ ウレ タ ン樹脂塗料

2 . 組成：  主　 剤　 変性ポリ ウレ タ ン樹脂成分

 硬化剤　 イ ソ シアネート 成分

3 . 塗料性状：



3 . 塗継プラ イ マー　 P-2 0 8 0

4 . ポリ ウレア部分補修材　 H D -U

副資材
洗浄剤  Ｐ Ｇ Ｍ（ ＭＦ Ｇ ） 置換剤  Ｄ Ｉ Ｎ Ｐ

スワエール AR-4 5 0 S 専用塗継用プラ イ マーです。 スプレ ーし てから ４ 時間以上経過し た塗膜に上塗り する場合には必ず

塗布し て下さ い。 また、 長期間経過し てから 上塗り する場合には表面ケレンを行っ て下さ い。

スワエール専用部分補修材の HD-U は、 部分的な補修箇所（ 配管周り やタ ラ ッ プ、 ピ ン ホールなど） の補修を 行う

ポリ ウレ ア樹脂材料です。 専用カ ート リ ッ ジミ キサーから 出た補修材を混練し た後、 ヘラ などで塗布し ます。

（ プロピレングリ コ ールモノ メ チルエーテル）

Ｐ Ｇ Ｍ（ ＭＦ Ｇ ） はスプレ ー機械やスプレ ーガンの洗浄

剤です。 有機溶剤に該当致し ますので水槽内では使用致

し ません。

（ ジイ ソ ノ ニルフ タ レート ）

Ｄ Ｉ Ｎ Ｐ はスプレ ー機械の洗浄後に使用する 置換剤です。

長期間において機械を使用し ない場合は洗浄後、 Ｄ Ｉ Ｎ Ｐ

に置換し て下さ い。

1 . 塗料種別： 二液型ウレ タ ン樹脂塗料

2 . 組成：  主　 剤 ウレ タ ンポリ マー　 芳香族・ 脂肪族系溶剤

  硬化剤 脂肪族アミ ン　 芳香族系溶剤

3 . 塗料性状：

項　 目  主　 剤 硬化剤

外　 観 淡黄色透明 淡黄色透明

混合比（ 重量比） 主剤： 硬化剤　 ＝　 2 0 ： １

ポッ ト ラ イ フ 8 時間　 1 0 0 g バッ チ

5 . 危険物表示：  主　 剤 危険物第 4 類第 1 石油類

 硬化剤 危険物第 4 類第 2 石油類

4 . 荷姿：

主　 剤 硬化剤

1 6 .8 kg セッ ト 1 6 kg 0 .8 kg

5 . 危険物表示：  主　 剤 危険物第 4 類第 3 石油類

 硬化剤 危険物第 4 類第 3 石油類

4 . 荷姿：

主　 剤 硬化剤 荷　 姿

5 0 cc セッ ト
2 5 cc

カ ート リ ッ ジ

2 5 cc

カ ート リ ッ ジ

1 0 本／

ケース

2 0 0 cc セッ ト
1 0 0 cc

カ ート リ ッ ジ

1 0 0 cc

カ ート リ ッ ジ

5 本／

ケース

1 . 塗料種別： 二液性無溶剤ポリ ウレ ア樹脂

2 . 組成：  主　 剤 ポリ イ ソ シアネート プレポリ マー

 硬化剤 芳香族アミ ン・ 着色剤

3 . 塗料性状：

項　 目  主　 剤 硬化剤 備　 考

混合比 1 0 0 1 0 0

可使時間 2 分 （ 2 5 ℃）

2 . 危険物表示： 危険物第 4 類第 2 石油類 2 . 危険物表示： 危険物第 4 類第 4 石油類

1 . 荷姿： 1 6 L 1 . 荷姿： 1 8 L

2 0 0 cc 用
5 0 cc 用



1 . 黄変について

スワエールは、 水道用消毒剤 ( 次亜塩素酸ナト リ ウム等 ) や紫外線の影響によ っ て黄変し ます。 そのため、 こ れら の影響を 受けて、 施工後短期間で仕上が

り 時の色合いと 異なる色合いになる こ と があり ますので、ご承知おき く ださ い。 また、水道用消毒剤の影響を 強く 受ける と 塗膜表面がチョ ーキン グ ( 粉吹き )

し たり し ます。 黄変やチョ ーキン グは、 塗膜のごく 表層にて起こ る 変化であり 、 黄変やチョ ーキン グによ っ て塗膜の物性が低下する こ と はなく 、 防食性能

を 維持し 続けます。 また、 黄変し た塗膜やチョ ーキン グ物質の安全性については問題ないこ と を 確認し ています。

2.  膨れについて

スワエールは、 地下水などの背面水の影響や、 下地躯体中の水分の影響によ っ て膨れる 可能性があり ます。 躯体ク ラ ッ ク など から 地下水 ( 背面水 ) が侵入

する 場合には、 比較的大き な膨れと なり ます。 こ れは、 スワエールに限ら ず有機系の塗布型ラ イ ニン グ工法においては避けら れない現象であり 、 硬貨大の

膨れが多数発生する こ と も あり ます。 いずれの膨れにつき まし ても 、 スワエールの場合、 非常に大き な伸びを 有する こ と から 、 塗膜の破断・ 欠損には至ら

ず防食性能を 維持し 続けます。

3.  施工時及び施工後の換気について

スワエールは、 厚生省令 15 号およ び JW W A K 143 の浸出性試験に合格し た材料ですが、 無臭の材料ではあり ません。 そのため、 臭気がスワエールに接

し た水に移行し 水道水等から 臭気が感じ ら れる 場合があり ます。 スワエール施工時およ び施工後の換気はこ の現象の発生防止に効果がある こ と が確認さ れ

ていますので、 施工時およ び施工後の換気を 徹底し てく ださ い。 施工時の換気は、 施工環境改善にも 有効です。

4.  施工後の塗布面洗浄について

スワエールは、 施工時にミ スト が発生し ますので、 施工後は、 スワエール塗布面の洗浄が必要です。 また、 水張り を 行っ た場合に、 泡立ち し やすい兆候を

示す場合があり ますので、それを 防止するためにも 、5M Pa 程度の高圧水によ り 、入念な洗浄を 実施し てく ださ い。 その後に水張り 、水替えを 行っ て下さ い。

環境資材事業部 建築資材部 建設資材グループ

                 〒 1 1 3 -0 0 3 4 　 東京都文京区湯島三丁目 3 9 番 1 0 号 上野Ｔ Ｈ ビル

　 　 　 　 　    TEL（ 0 3 ） 3 8 3 7 -5 8 5 3  　 FAX（ 0 3 ） 3 8 3 7 -1 9 4 5

仙台支店 / 〒 9 8 0 -0 8 1 1 　 仙台市青葉区一番町四丁目 7 番 1 7 号（ SS. 仙台ビル）

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 2 2 ） 7 1 1 -3 9 1 1 　 FAX（ 0 2 2 ） 7 1 1 -3 9 1 4

名古屋支店 / 〒 4 5 0 -0 0 0 3 　 名古屋市中村区名駅南一丁目 2 4 番 3 0 号（ 名古屋三井ビル本館）

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 5 2 ） 5 8 7 -3 6 1 3 　 FAX（ 0 5 2 ） 5 8 7 -3 6 2 7

大阪支店 / 〒 5 5 0 -0 0 1 3 　 大阪市西区靭本町一丁目 1 1 番 7 号（ 信濃橋三井ビ ル）

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 6 ） 6 4 4 6 -3 6 5 2 　 FAX（ 0 6 ） 6 4 4 6 -3 6 5 4

スワエール協会    www.suwaeru-sp ray.jp

事務局： 三井化学産資株式会社

　 　 　 　 建築資材部 建設・ コ ーティ ング資材Ｇ 内

※本カ タ ロ グの記載事項の値は、 弊社の試験設備によ る特定条件下で得ら れた測定値の代表例で保証値ではあり ません。 現場環境によ り 変化する 場合があり ます。

※その他取扱いについては、 製品仕様説明書及び製品安全データ シート (MSDS) を 御参照く ださ い。

※印刷の特性上、 仕上がり と 見本の色が異なる 場合がございます。 予めご了承下さ い。

福岡支店 / 〒 8 1 0 -0 0 0 1 　 福岡市中央区天神二丁目 1 4 番 1 3 号（ 天神三井ビル）

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 9 2 ） 7 5 2 -0 7 6 6 　 FAX（ 0 9 2 ） 7 5 2 -0 7 6 9

http ://www.m itsu i-sansh i.co .jp /

《 施工上の注意点》

・ 下地コ ンク リ ート は金ゴテで平滑に仕上げ、 不陸やク ラ ッ ク 、 汚れなどがない様にし てく ださ い。

・ 入り 隅は通り よ く 直角と し 、 出隅はよ く 面取り を し ておいてく ださ い。

・ 下地に結露等、 水分がある 場合は含水率８ ％以下に乾燥さ せてから 施工し て下さ い。

・ 主剤・ 硬化剤は指定の混合比にて調合し 、 よ く 撹拌し てから 塗布し て下さ い。

・ 各塗布作業は気温５ ℃以上、 湿度８ ５ ％以下で施工し 、 場合によ っ ては施工環境の改善を 施し て下さ い。

・ スプレ ー材料はスプレ ーミ スト が飛散し ます。 し たがっ てミ スト 対策と し て十分な養生、 換気処置を取っ て下さ い。 また強風時の施工は特に飛散し ます

　 ので御注意下さ い。

・ 使用する材料には顔料や粗骨材が沈降する も のも あり ます。 御使用前には必ず撹拌し てから 調合するよ う にし て下さ い。

・ コ ン ク リ ート のジャ ン カ ・ 目違い・ 木コ ン などは適切な処置を 行っ てから 施工し て下さ い。

・ 下地ク ラ ッ ク に追従する 材料ですが、 保証は致し かねますのでク ラ ッ ク の発生が無いよ う 対策し て下さ い。

・ 工事には引火性の溶剤を 使用する ので、 火気を 近付けないで下さ い。

・ 個人用保護具や換気装置を 使用し 、 ばく 露を 避けるよ う 、 細心の注意を払っ て下さ い。

《 応急措置》

・ 火災の場合には適切な消火方法を と っ てく ださ い。

・ 飲み込んだ場合には直ち に医師に連絡し て手当を 受けてく ださ い。

・ 眼に入っ た場合には水で数分間、 注意深く 洗っ てく ださ い。

・ 皮膚に付着し た場合には多量の水と 石鹸で洗っ てく ださ い。

・ 気分が悪いと き は， 医師の診断／手当を受けてく ださ い。

《 保管》

・ 一部の材料を 除き 、 消防法の規制を 受けますので、 製品の危険物区分に従っ てお取り 扱いく ださ い。 指定数量以上の危険物を 貯蔵し たり 取扱う 場合は、

　 所轄の消防本部や消防署長（ 消防本部のない市町村では、 市町村長） に申請し て承認を 受ける 必要があり ます。

・ 火災予防のため、 材料貯蔵所には火気は近づけないよ う にし て、 消火器等消火装置を 設置し てく ださ い。

・ 保管の際には立入禁止・ 火気厳禁の掲示を し 、 四方を ロ ープ等で囲う などし て安全を 確保し 、 直射日光・ 雨水を避ける よ う 養生を し てく ださ い。

・ 一度開缶し て使い切れずに残っ た材料は、 密栓し て保存し 、 早めに使い切っ てく ださ い。

・ 施工後に出た廃材は、 産業廃棄物処理業者に委託をし て、 適切に処理し てく ださ い。

製品の取扱いと 施工上の注意事項

スワエール施工から 供用開始前までの注意事項

2 0 2 0 .1 . カ

http://www.mitsui-sanshi.co.jp/


スワエールスプレ ーシステム
瞬間硬化コ ーティ ング工法

被覆層の外観

コ ンク リ ート

と の接着性

耐 酸 性

耐アルカ リ 性

透 水 性

目視JIS  K 5 4 0 0  7 .1 項

接着性試験建研式引張試験機を 使用

JIS  A6 9 1 6  7 .1 3 項

1 0 ％の硫酸水溶液に6 0 日間浸漬  

JIS  K 5 4 0 0  8 .2 2 項

水酸化カ ルシウムの飽和水溶液に6 0 日間浸漬

JIS  K 5 4 0 0  8 .2 1 項

透水試験JIS  A1 4 0 4  1 1 .5 項

被覆にし わ、 むら 、 はがれ、 割れのないこ と

1 .5 M Pa 以上

1 .2 M Pa 以上

被覆に膨れ、 割れ、 軟化、 溶出のないこ と

被覆に膨れ、 割れ、 軟化、 溶出のないこ と

透水量が0 .1 5 g 以下

異常なし

1 .6 M Pa 以上

1 .6 M Pa 以上

異常なし

異常なし

0 .0 2 g 以下

標準状態

吸水状態

    試  験  項  目　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 試  験  方  法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 規           　 格　 　 　 　 　           試 験 結 果

項　 　 目　 　 　 　   Ａ －1 0 0 　   　 Ｒ －1 0 0 　    備　 考
　外　 観

粘　 度(m Pa･s ／2 5 ℃)

比　 重（ 2 5 ℃）

混合比（ 容量比）    

ゲルタ イ ム　                                     2 ～3 秒　              （  常　 温 ）

   淡黄色透明

       1 ,1 0 0

       1 .1 3

 A-1 0 0 ： R-1 0 0 　 ＝　 １ ： １

     灰　 色

      4 5 0

     1 .0 5

1 ． 塗料種別　  二液型無溶剤ポリ ウレ ア樹脂塗料

2 ． 組　 　 成　  Ａ －1 0 0 　 　 イ ソ シアネート 樹脂

　 　 　 　 　 　 　 Ｒ －1 0 0       芳香族・ 脂肪族化合物・ 顔料

3 ． 塗料性状

4 ． 荷　 　 姿

4 1 0 kg セッ ト

Ａ －1 0 0             Ｒ －1 0 0

2 0 0 kg ／ド ラ ム缶

5 ． 危険物表示

　 　 　 Ａ －1 0 0 　 　 危険物第4 類第4 石油類

　 　 　 Ｒ －1 0 0 　 　 危険物第4 類第3 石油類

2 1 0 kg ／ド ラ ム缶

4 1 kg セッ ト 2 0 kg ／ペール缶2 1 kg ／角缶

項　 　 目　 　 　 　 　 主　 　 材　 　    硬 化 剤　     備　 考
　外   観

粘　 度(m Pa・ s ／2 5 ℃)

混合比（ 重量比）    

ゲルタ イ ム　                                1 5 ～2 0 分　               （  2 5 ℃ ）

　 灰黒色

　  6 0 0

　 主材： 硬化剤 ＝１ 0 ： １

淡黄色透明

     6 0

1 ． 塗料種別

         主　 　 材： 　 変性ポリ ウレ タ ン樹脂成分

　 　 　 硬 化 剤： 　 イ ソ シアネート 成分

2 ． 塗料性状

3 ． 荷　 　 姿

1 7 .6 kg セッ ト

  主　 　 材　 　 　    硬 化 剤　

1 .6 kg

4 ． 危険物表示

　 　 　 主　 　 材： 　 危険物第4 類第3 石油類

　 　 　 硬 化 剤： 　 危険物第4 類第4 石油類

1 6 kg

【 ポリ ウレ ア樹脂】

スワエールＡ Ｒ －1 0 0 製品仕様

スワエールB－5 0 0 M 製品仕様

コ ンク リ ート 塗装品の物性

※その他取扱いについては、 製品安全データ シート (M S D S )を御参照く ださ い。

※本カ タ ログの記載事項の値は、 弊社の試験設備による特定条件下で得ら れた測定値の代表例で保証値ではあり ません。 現場環境により 変化する場合があり ます。

環境資材事業部 建築資材部 建設・ コ ーティ ング資材グループ

                 〒1 1 3 -0 0 3 4 　 東京都文京区湯島三丁目3 9 番1 0 号 上野Ｔ Ｈ ビル

　 　 　 　 　    TEL（ 0 3 ） 3 8 3 7 -5 8 5 3  　FA X （ 0 3 ） 3 8 3 7 -1 9 4 5

仙台支店/〒9 8 0 -0 8 1 1 　 仙台市青葉区一番町四丁目7 番1 7 号（ S S . 仙台ビル）

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 2 2 ） 7 1 1 -3 9 1 1 　 FA X （ 0 2 2 ） 7 1 1 -3 9 1 4

名古屋支店/〒4 5 0 -0 0 0 3 　 名古屋市中村区名駅南一丁目2 4 番3 0 号（ 名古屋三井ビル本館）

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 5 2 ） 5 8 7 -3 6 1 3 　 FA X （ 0 5 2 ） 5 8 7 -3 6 2 7

大阪支店/〒5 5 0 -0 0 1 3 　 大阪市西区靭本町一丁目1 1 番7 号（ 信濃橋三井ビル）

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 6 ） 6 4 4 6 -3 6 5 2 　 FA X （ 0 6 ） 6 4 4 6 -3 6 5 4

福岡支店/〒8 1 0 -0 0 0 1 　 福岡市中央区天神二丁目1 4 番1 3 号（ 天神三井ビル） 　

　 　 　 　 　 　 TEL（ 0 9 2 ） 7 5 2 -0 7 6 6 　 FA X （ 0 9 2 ） 7 5 2 -0 7 6 9

http ://w w w .m its u i-s a ns h i.co .jp /

お問い合せは

スワエール協会 w w w .s uw a eru-s p ra y.jp

事務局： 三井化学産資（ 株） スワエールグループ内

http://www.mitsui-sanshi.co.jp/


密　 度

引張強度

伸　 び

引裂強度

衝撃強度（ ノ ッ チ付）

磨耗指数（ テーバー）

硬　 度

( g /cm 3  )

(  M Pa  )

(  ％ )

(  N /m m  )

(  J /m  )

(  m g  )

(  ショ アーD  )

1 .0

2 4

2 0 0

9 8

9 4 0

4 0 0

6 2

   主なコ ーティ ング用途

　 1 . 下水道関連施設のコ ーティ ング

　 2 . 工場廃液処理施設のコ ーティ ング

　 3 . コ ンク リ ート サイ ロの補修コ ーティ ング

　 4 . 海洋構造物へのコ ーティ ング

　 5 . 鋼製タ ンク 、 鋼構造物へのコ ーティ ング

　 6 . コ ンク リ ート 成型品へのコ ーティ ング

ゼ
ロ
ス
パ
ン
伸
び
試
験モルタ ル板

ウレ ア結合の生成反応

R-N C O+ R '-N H 2 →R -N H -C O -N H -R '
イ ソ シアネート 　 　 硬化剤　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウレ ア結合　

　 スワエール

　 技 術 の 特 長

標準的な 施工方法（ 改修例）

1 .下地のケレ ン、 ハツリ

サンダーケレ ン超高圧洗浄ある
いは、 サンド ブラ スト 処理等

特殊モルタ ル等による修復 スワエール専用素地調整
兼プラ イ マー使用

スワエール（ ポリ ウレ ア樹脂）
二液タ イ プ高圧衝突混合式スプ
レー機使用

2 .下地修復・ 補修 3 .プラ イ マー塗布 4 .スプレー吹付け

1 .  スワエールスプレーシステムと は 3 .  物性と 用途

4 .  施工手順

2 . 吹付けシステム概要

塗 膜 物 性

施工断面例

吹付機械

2液衝突混合スプレ ーガン

ヒ ータ ーホース（ 約75m）

　主　 材
（ イソシアネート ）

　硬化剤

２ 成分型
高圧定量
ポンプ

プライマリ ーヒーター

プライマリ ーヒーター

ド ラ ムポンプ

ド ラ ムポンプ

圧　 　 縮

加　 　 熱

R -N C O

R '-N H 2

R -N H -C O -N H -R '
ウレ ア結合

イ ソ シアネート

硬化剤

スプレ ー

瞬間硬化性樹脂です

ク ラ ッ ク 追従性に優れる

引張強度に優れる

耐薬品性に優れる

耐候性に優れる

瞬

間

強

靭

塗

膜

生

成

衝突混合

スワエール

プラ イ マー

樹脂モルタ ル

既設コ ンク リ ート

1 .  瞬間硬化性です。
スプレー後ゲルタ イ ムは2 ～3 秒と 極めて短く 、 水平面で
は3 0 秒以内の歩行が可能です。 従っ て施工後の養生時間
も 不要です。

2 .  湿度・ 温度に無関係に硬化し ます。
湿度によ る発泡は全く 生じ ず、 氷点下（ -1 5 ℃以上） で
も 完全に硬化し ます。

3 .  天井面、 壁面の施工性は抜群です。
ゲルタ イ ムが短いこ と により 天井面、 壁面に対し 1 m m 以
上の厚塗り がダレ なく 連続的にでき る ため、 施工が非常
に容易で短期間にでき ます。

4 .  強度も 有り 、 伸びも 有り ます。  
2 0 M Pa 以上の引張強度と 2 0 0 ％以上の伸びと 非常にバ
ラ ン スの取れた引張特性を有し ます。

5 .  無溶剤タ イ プ
防水膜材料自体は、 固形分1 0 0 % であり 、溶剤によ る揮
発分はないので硬化後の収縮、 肉やせはあり ません。 し
たがっ て、 溶剤公害も なく 密閉空間における 作業が可能
と なり まし た。  

6 .  耐薬品性、 耐候性等の耐久性に優れています。  
耐酸性、耐アルカ リ 性、 耐候性に優れています。

コ ン ク リ ート 塗装品は日本下水道事業団『 下水道コ ン ク リ ート 構造
物の腐食抑制技術及び防食技術指針・ 同マニュ アル』 試験法のC種
及びD 1 種の材料規格を ク リ アーし 、 認定さ れた工法です。

また『 農業集落排水施設のコ ン ク リ ート 防食設計・ 施工の手引き 』
防食種別3 種の材料規格 対応工法です。

C種認定書 D 1種認定書

試験結果報告書（ 適合）

スワエール
塗　 膜

モルタ ル板

スワエール
塗　 膜

＜改修時＞

躯体コ ンク リ ート

＜新設時＞

スワエールスプレーシステムは

イ ソ シアネート と 特殊硬化剤の2 成分か

ら なるポリ ウレア樹脂（ 製品名： ス

ワエール） と 、 その2 成分を混

合吐出するスプレー技術をベー

スと し て開発さ れたコ ンク リ ー

ト 構造物等の防食・ 防水・ 保護を

施す画期的瞬間硬化コ ーティ ン

グシステムです。

スワエール

プラ イ マー

※上記表中のデータ は代表値であり 、 保証値ではあり ません。

1 .  スワエールスプレーシステムと は 3 .  物性と 用途

4 .  施工手順

2 .  吹付けシステム概要


